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児童委員活動
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Ｐ８　持続可能な児童委員、主任児童委員活動に向けて
　　　　主任児童委員による座談会（上）

Ｐ４　共に住む神奈川をめざして～外国人のすまいと生活～
　　　かながわ外国人すまいサポートセンター　理事長　裵

ぺい

安
あん

コロナ特例貸付
償還の現状と借受者に対する支援のこれから

特集 逗子市・葉山町の中高生ボラン
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「つなぐっぺし」は石巻の方言で
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ことのない人にも知ってもらい
「つなぐ」ことを大切にしている。
 【詳しくは12面へ】
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　　　　－平塚市の取り組み
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特 集

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
と
は

　

令
和
２
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
収
入
の
減
少

や
失
業
等
を
理
由
に
、
多
く
の
世
帯
が
生

活
に
困
窮
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

収
入
が
減
少
し
た
世
帯
を
対
象
に
、
国
の

施
策
と
し
て
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
に
は
、
緊
急
小
口
資

金
（
最
大
20
万
円
）
と
総
合
支
援
資
金
初

回
貸
付
・
延
長
貸
付
・
再
貸
付
（
そ
れ
ぞ

れ
最
大
60
万
円
）
が
あ
り
、
一
世
帯
あ
た

り
最
大
で
２
０
０
万
円
の
貸
付
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
に
お
い
て
は
、
緊
急
小
口
資

金
・
総
合
支
援
資
金
合
わ
せ
て
約
23
万
件
、

約
８
７
８
億
円
と
、
当
初
の
想
定
を
大
き

く
上
回
る
貸
付
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。現

在
の
償
還
状
況

　

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
少
し
ず
つ
社
会

経
済
活
動
が
戻
っ
て
き
た
令
和
５
年
１
月

よ
り
、
緊
急
小
口
資
金
及
び
総
合
支
援
資

金
（
初
回
貸
付
）
の
償
還
（
貸
付
金
の
返

済
）
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
か

ら
の
償
還
が
あ
る
一
方
で
、
未
だ
生
活
が

困
窮
し
償
還
が
難
し
い
方
、
償
還
の
見
通

し
が
立
た
ず
自
己
破
産
す
る
方
、
そ
も
そ

も
償
還
の
意
思
が
見
ら
れ
な
い
方
な
ど
、

未
収
金
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
対
応
が

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大から約４年が経過しました。多くの人が生活再建に向かう中で、
新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた生活福祉資金制度における緊急小口資金等の特例貸付（以
下、コロナ特例貸付）を受けた借受者は貸付金の返済時期に入っています。
　本号では、これまでに社協が行った、生活再建に向けた借受者に対する支援（フォローアップ支援）の
取り組みをお伝えするとともに、返済の免除・猶予が進む中で、なおも生活困窮が続く借受者にとって
今後どのような支援が必要とされているか、支援事例を踏まえてご紹介します。

コロナ特例貸付
償還の現状と借受者に対する支援のこれから

～借受者と社協がつながった生活再建に向けて～

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
約
23
万
件
の
う
ち
36
％
が
償
還

免
除
、
57
％
が
償
還
中
ま
た
は
償
還
期
限

後
（
遅
延
等
）
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１

参
照
）。
緊
急
小
口
資
金
を
借
り
て
い
る
方

の
多
く
は
令
和
６
年
12
月
に
最
終
償
還
期

限
が
到
来
し
て
お
り
、
期
限
ま
で
に
償
還

が
終
え
ら
れ
て
い
な
い
方
に
は
延
滞
利
子

も
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
７
年

１
月
よ
り
始
ま
っ
た
総
合
支
援
資
金
（
再

貸
付
）
の
償
還
に
よ
り
、
借
り
て
い
る
資

金
次
第
で
は
毎
月
の
償
還
額
が
２
万
円
を

超
え
る
こ
と
か
ら
、
借
受
者
の
負
担
が
増

え
、
生
活
再
建
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
資
金
別
の
償

還
期
間
は
図
２
の
通
り
で
す
。

借
受
者
に
向
け
た
支
援
の
現
状

　

借
受
者
に
向
け
た
支
援
の
一
つ
と
し

て
、
償
還
が
困
難
な
借
受
者
に
対
す
る
償

還
免
除
と
償
還
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

償
還
免
除
は
、
住
民
税
非
課
税
な
ど
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り

償
還
自
体
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。
一

方
、
償
還
猶
予
は
生
活
再
建
が
不
十
分
な

場
合
に
償
還
期
間
を
１
年
間
遅
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
い
ず
れ
も

申
請
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
制
度
が
複
雑
な
た
め
不
備
の

あ
る
申
請
書
類
が
多
く
、
免
除
や
猶
予
の

決
定
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
や
、
借

受
者
本
人
が
ど
の
資
金
を
借
り
て
い
る
の

か
把
握
し
て
い
な
い
、
そ
も
そ
も
日
本
語

を
母
国
語
と
し
て
い
な
い
た
め
読
め
な
い

な
ど
、
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
対
し
本
会
で
は
、
借
受
者
に
と
っ
て

分
か
り
や
す
い
支
援
方
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
資
金
す
べ
て
が
償

還
開
始
と
な
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
借
受

者
が
償
還
困
難
に
陥
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
た
め
、
そ
の
苦
し
さ
を
少
し
で
も
和
ら

げ
る
た
め
に
も
、
借
受
者
へ
の
支
援
体
制

※貸付時期によっては
　償還開始時期がずれる場合があります。
※小口：緊急小口資金　総合：総合支援資金

（図 2）資金別の償還期間

総合初回
償還開始

総合延長
償還開始

総合再貸付
償還開始

小口
償還開始

小口
償還期限

令和5年1月 令和6年1月 令和7年1月
その他 6件 0%

（図 1）本県における償還状況等
対象債権数：237，819件（令和 7年 1月21日時点）

住民非課税での免除
70,503件30％

償還期限後
44,416件19％

償還猶予中
7,378件 3 ％

償還中
90,468件38％

生活保護等による免除
15,748件 6 ％

完済などによる完了
9,300件 4 ％

※少数第一位切り上げ
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を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
償
還
猶
予
中
の
借
受
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
市
区
町
村
社
協
と

連
携
し
、
１
年
間
の
猶
予
期
間
終
了
後
で

も
未
だ
償
還
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る

場
合
は
猶
予
の
延
長
、
生
活
の
状
況
か
ら

猶
予
し
て
も
今
後
償
還
が
見
込
め
な
い
場

合
は
償
還
を
免
除
す
る
と
い
っ
た
借
受
者

に
寄
り
添
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
区
町
村
社
協
の
支
援
事
例

　

支
援
の
例
と
し
て
、
今
回
は
平
塚
市
社

協
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
塚
市
社
協
は
、
貸
付
相
談
と
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
相
談
「
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト

相
談
」
の
窓
口
を
市
役
所
内
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
社
協
の
貸
付
担
当
者
と
自

立
支
援
担
当
、
ま
た
社
協
と
市
役
所
各
課

と
の
連
携
が
迅
速
に
行
え
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
外
国
人
の
方
へ
の
支
援
の
際
は

市
役
所
の
通
訳
者
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の
通
訳

者
を
交
え
た
多
言
語
対
応
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
で
必
要
な
書
類
の
取
得

が
困
難
な
方
に
は
社
協
職
員
が
同
行
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
を
申
請
さ
れ
た

方
が
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
を
利
用
し
て
い
る

場
合
は
市
か
ら
情
報
提
供
い
た
だ
き
、
償

還
に
係
る
相
談
を
社
協
で
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
償
還
猶
予
者
に
継
続
的

な
状
況
確
認
を
行
う
こ
と
で
、
借
受
者
に

寄
り
添
っ
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
支
援
に
つ
い
て

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
償
還
猶
予
以
外

の
借
受
者
へ
の
支
援
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
償
還
中
の
借
受
者
の
中
で
も
滞
納
が

あ
る
方
は
、
今
後
の
償
還
も
困
難
で
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
会
で
は
市
区

町
村
社
協
と
も
連
携
の
う
え
、
一
定
期
間

の
滞
納
が
あ
る
借
受
者
に
対
し
て
、
生
活

状
況
や
支
援
状
況
次
第
で
は
償
還
を
免
除

で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
滞
納
者
の
中
で
も
連
絡
に
応
答

が
な
い
方
へ
の
対
応
も
課
題
の
一
つ
で

す
。
郵
送
や
架
電
に
て
連
絡
を
試
み
て
も

反
応
が
な
く
、
借
受
者
と
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

生
活
状
況
が
分
か
れ
ば
償
還
猶
予
や
、
中

に
は
償
還
免
除
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
も

い
る
た
め
、
今
後
は
借
受
者
宅
へ
の
訪
問

や
住
民
票
調
査
を
行
い
、
借
受
者
に
必
要

な
情
報
を
届
け
た
り
、
生
活
状
況
を
確
認

す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
た
め
の
体
制

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
既
に
免
除
と
な
っ
た
借
受
者

に
対
し
て
も
、
そ
の
後
の
生
活
の
た
め
に

支
援
の
幅
を
広
げ
る
予
定
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
様
々
な
支
援
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
す

べ
て
に
共
通
し
て
い
る
の
は
「
生
活
状
況

を
知
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

償還免除要件の
詳細については
こちら

https://www.kns
yk.jp/service/fuku
shi-shikin/shokan

生活福祉資金貸付制度の運用に
関する見直しについて

　生活福祉資金貸付制度は、民生委員による世帯更生
運動を機に昭和30年に誕生した制度で、地域で暮らす
生活困窮者の支援策の一つとして、民生委員と社協と
連携しながら実施しています。
　厚労省では令和７年１月より、民生委員の負担軽減
を図る観点から、担当民生委員を経由した借入れ手続
きや調査意見書の作成について運用の見直しを図るこ
ととしました。これを受けて、本会においてもこれま
で必須としていた担当民生委員による調査意見書の作
成を求めないことといたしました。
　今般の改正は、民生委員の対応が困難な場合などに
柔軟な運用を可能とすることが主旨であり、本貸付制
度における民生委員の関わりを断つものではありませ
ん。
　民生委員の皆様におかれましては、住民からお困り
ごとの相談があった際には、本貸付制度の情報提供や
社協へおつなぎいただくなど、引き続きご協力を賜り
たく、よろしくお願い申し上げます。

※その他免除にはフォローアップ支援によって免除要件に
　該当することが判明したものも含まれる
※小数点第一位切り上げ

（図 3）これまでの償還猶予承認数の内訳（13,286件）

その他免除
1,627件12％

猶予後償還中
4,028件30％

猶予後免除申請
597件 5 ％

742件 6 ％
以外のもの）

（フォローアップ支援
猶予延長申請

1,048件 8 ％
によるもの）

（フォローアップ支援
猶予延長申請

初回猶予中
5,244件39％

状
況
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
か
ら

こ
そ
、
状
況
を
知
る
た
め
に
〝
借
受
者
〞

と
〝
社
協
〞
が
つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
と

考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
生
活
再
建
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。　

 

　
　
　
（
生
活
支
援
課
）
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共
に
住
む
神
奈
川
を
め
ざ
し
て
〜
外
国
人
の
す
ま
い
と
生
活
〜

（
Ｎ
）か
な
が
わ
外
国
人
す
ま
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

理
事
長　

裵ぺ
い 

安あ
ん

　

１
９
９
８
年
、
神
奈
川
県
は
、
選
挙

権
を
持
た
な
い
外
国
人
た
ち
も
住
民
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
外
国
籍

県
民
た
ち
が
一
堂
に
会
し
地
域
的
課
題
・

問
題
な
ど
を
話
し
合
う
「
外
国
籍
県
民

か
な
が
わ
会
議
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

会
議
で
議
論
さ
れ
た
結
果
は
知
事
に
提

言
し
ま
す
。
私
は
そ
の
会
議
の
末
席
で

第
１
、
２
期
の
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

　

会
議
の
中
で
イ
ン
ド
シ
ナ
定
住
難
民

だ
っ
た
方
か
ら
「
外
国
人
だ
と
言
う
理

由
で
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
こ
れ
を
議
題
と
し
た
い
」
と
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
声
を
受
け
、
県
国
際
課
を
通
し
、

（
公
社
）神
奈
川
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
、（
公
社
）全
日
本
不
動
産
協
会
、（
公

財
）
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
の
不
動

産
業
界
団
体
、
民
族
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

外
国
人
支
援
団
体
、
個
人
の
不
動
産
店

な
ど
に
声
を
か
け
外
国
人
の
居
住
に
つ

い
て
話
し
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

約
２
年
間
の
話
し
合
い
を
通
し
、
外

国
籍
住
民
か
ら
も
不
動
産
店
か
ら
も
相

談
を
受
け
ら
れ
る
窓
口
を
オ
ー
プ
ン
す

る
と
と
も
に
、
多
言
語
対
応
の
入
退
去

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
入
退
去
に
必
要
な
単
語

集
、
生
活
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

書
か
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
５
言
語
で
作

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
す
ま
セ
ン
の
オ
ー
プ
ン

　

２
０
０
１
年
に
「
か
な
が
わ
外
国
人

す
ま
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
以
下
、す

ま
セ
ン
）」
は
様
々
な
連
携
・
協
力
を
実

現
し
な
が
ら
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
内
に
開
所

し
ま
し
た
。
初
年
度
の
相
談
件
数
は
約

４
０
０
件
で
し
た
が
、
２
０
２
３
年
度

に
は
２
７
０
０
件
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

家
探
し
や
、
言
葉
・
生
活
習
慣
の
違

い
か
ら
起
き
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
受

け
る
こ
と
に
業
務
の
主
軸
を
置
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
不
動
産
業
界
団
体
と
の

連
携
に
よ
り
、
す
ま
い
サ
ポ
ー
ト
店
を

募
り
、
県
国
際
課
が
管
理
し
、
そ
の
リ

ス
ト
か
ら
不
動
産
店
を
探
し
ま
す
。

　

家
を
探
す
に
あ
た
り
、
す
ま
セ
ン
に

会
員
登
録
し
て
い
る
不
動
産
店
に
も
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
直
接
、

業
界
団
体
や
業
者
と
の
連
携
・
協
力
が

で
き
る
す
ま
セ
ン
の
よ
う
な
団
体
は
全

国
的
に
見
て
も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
動
産
店
を
紹
介
す
る
前
に
は
相
談

者
の
事
情
を
い
ろ
い
ろ
と
伺
い
ま
す
。

現
在
の
所
持
金
、
初
期
費
用
は
あ
る
の

か
、
仕
事
、
家
族
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。

今
す
ぐ
家
を
借
り
ら
れ
る
状
態
で
は
な

い
方
に
対
し
て
は
生
活
保
護
制
度
を
説

明
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
役
所
に
同
行

し
ま
す
。
そ
の
他
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

年
金
事
務
所
、
労
基
署
な
ど
に
も
同
行

し
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
こ

う
し
た
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
家

を
借
り
ら
れ
る
状
態
に
な
っ
た
時
、
不

動
産
店
の
紹
介
、
公
営
住
宅
申
請
サ

ポ
ー
ト
、
公
社
の
賃
貸
物
件
な
ど
を
ご

紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

す
ま
セ
ン
に
は
外
国
人
の
み
な
ら
ず

様
々
な
人
た
ち
が
来
所
し
ま
す
。
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
生
活

保
護
受
給
中
だ
が
ア
パ
ー
ト
に
帰
れ
な

い
方
な
ど
様
々
で
す
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
病

気
や
障
害
を
抱
え
、
孤
独
・
孤
立
状
態

に
あ
る
な
ど
、
様
々
な
事
情
が
あ
り
ま

す
。
外
国
人
の
入
居
を
目
的
に
始
ま
っ

た
す
ま
セ
ン
の
支
援
は
す
で
に
そ
の
域

を
超
え
様
々
な
人
た
ち
を
支
え
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
私
た
ち
に
は
多
く
の

サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ま
す
。
不
動
産
業
界

団
体
、
生
活
困
窮
者
支
援
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
国
際
交
流
団
体
、
行
政（
特
に
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
、
女
性
相
談
員
）、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
司
法
書
士
、
弁
護

士
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
団

体
な
ど
で
す
。
こ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ

る
連
携
こ
そ
が
一
人
ひ
と
り
の
命
と
権

利
を
守
る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

●
外
国
人
労
働
力
に
頼
る
日
本

　

現
在
、
日
本
に
住
む
外
国
人
は
約
３

４
０
万
人
。
彼
ら
／
彼
女
ら
の
ほ
と
ん

ど
が
経
済
的
事
情
を
抱
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
は
「
日
本
が
経
済
発
展
を
遂

げ
た
国
だ
か
ら
日
本
に
行
け
ば
仕
事
が

あ
る
、
お
金
が
稼
げ
る
」
こ
と
を
理
由

に
海
外
か
ら
人
々
が
渡
っ
て
く
る
と
思

い
込
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
の
理
由
で
簡
単
に
入
国
で
き
る
国
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

外
国
人
の
中
に
は
在
日
コ
リ
ア
ン
と

い
う
日
本
の
近
現
代
史
と
大
き
な
関
わ

り
の
あ
る
人
た
ち
が
存
在
し
、
日
本
の

戦
前
、
戦
後
の
労
働
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
終
戦
後
、
海
外
か
ら
の
労
働
力
を

求
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
日
本
は
、
地
方

か
ら
の
季
節
労
働
者
や
集
団
就
職
者
の

労
働
力
に
頼
っ
た
後
、
１
９
８
０
年
後

半
か
ら
は
ブ
ラ
ジ
ル
や
そ
の
他
の
中
南

米
と
経
済
協
定
を
結
び
日
系
人
を
労
働

力
と
し
て
受
け
入
れ
た
り
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
に
加
え
、

１
９
９
０
年
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
の
協
定
に
よ
り
、看
護
師
・

介
護
福
祉
士
候
補
者
を
条
件
付
き
で
入

国
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に

新
し
い
入
管
法
を
制
定
し
、
よ
り
多
く

の
労
働
力
を
ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
な

ど
に
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
多
く
の
方
が
来
日
す
る
こ
と

相談対応の様子
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は
日
本
の
経
済
と
産
業
の
ニ
ー
ズ
が
大

き
く
関
連
し
て
い
る
の
で
す
。

　

多
く
の
人
た
ち
が
来
日
す
る
こ
と
に

な
り
、
社
会
や
地
域
の
風
景
も
大
き
く

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
様
々
な
言
語
が

飛
び
交
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
求
め
ら
れ
る
政
策
や
法
制
度
の
整
備

　

さ
て
、
労
働
力
を
求
め
ら
れ
て
来
日

し
た
人
た
ち
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に
支

え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
は
外
国
人
に
対
す
る
入
居
支
援
、
生

活
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
以
前
は

多
く
の
場
合
、
住
居
探
し
は
主
に
個
人

任
せ
で
し
た
。
不
動
産
用
語
や
初
期
費

用
な
ど
に
つ
い
て
知
ら
な
い
た
め
、
貸

主
に
断
ら
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
２
０

１
９
年
の
新
し
い
入
管
法
実
施
以
降
、

受
け
入
れ
は
勤
め
る
企
業
任
せ
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
、
働
い
て
い

た
会
社
で
働
け
な
く
な
っ
た
場
合
は
社

宅
等
か
ら
退
去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
住
宅
の
借
り
方
、
必
要
経
費
、
ど

こ
に
行
け
ば
借
り
ら
れ
る
の
か
何
も
わ

か
ら
な
い
状
態
で
途
方
に
暮
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
外
国
人
に
部

屋
を
貸
し
て
く
れ
る
貸
主
が
少
な
く
、

不
動
産
店
は
個
々
の
事
情
や
そ
の
人
の

仕
事
や
人
柄
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
も

せ
ず
「
貸
せ
る
部
屋
は
な
い
」
と
断
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
は
昨
日
今
日
起
き

た
わ
け
で
は
な
く
、
既
に
戦
前
か
ら
発

生
し
て
い
る
社
会
的
課
題
で
し
た
。
30

年
ほ
ど
前
、
あ
る
在
日
コ
リ
ア
ン
２
世

は
部
屋
探
し
を
し
た
と
こ
ろ
30
件
の
不

動
産
店
に
断
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
理
由

は
「
外
人
だ
か
ら
」
だ
と
の
こ
と
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
日
本
語
が
母
語
の
上
日

本
で
の
生
活
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な

問
題
は
起
き
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
「
貸
せ
な
い
」
と
い
う
理
由
の
中
に

は
、
貸
す
側
の
「
漠
然
と
し
た
不
安
」

が
存
在
し
ま
す
。
家
賃
の
滞
納
、
又
貸

し
、
契
約
者
以
外
の
居
住
、
夜
逃
げ
、

ご
み
出
し
ル
ー
ル
、
騒
音
問
題
な
ど
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
問

題
の
多
く
は
部
屋
を
貸
し
て
も
ら
え
な

い
こ
と
や
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
情
報

が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
起
き
て
い
る
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
以
て
入
居
拒
否
は
深
刻

な
人
権
侵
害
だ
と
言
う
認
識
を
持
つ
人

た
ち
は
そ
う
多
く
は
な
い
の
で
す
。

　

日
本
は
外
国
人
政
策
す
ら
持
た
ず
外

国
人
の
労
働
力
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

終
始
し
て
お
り
、
外
国
人
の
命
と
権
利

を
守
る
た
め
の
政
策
、
法
、
制
度
の
整

備
は
未
だ
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

　

神
奈
川
県
に
は
26
万
人
の
外
国
人
が

生
活
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
／
彼
女
ら
が

住
民
と
し
て
当
た
り
前
に
居
住
す
る
た

め
に
は
、不
動
産
店
や
貸
主
が
抱
く「
漠

然
と
し
た
不
安
」
を
取
り
除
く
た
め
の

施
策
を
国
が
実
施
す
べ
き
だ
と
強
く
思

い
ま
す
。
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2024年12月26日～2025年1月25日

●障害者の結婚育児支援　政府行動計画決定
　政府は12月27日、障害者への差別や偏見の根絶に
向けた行動計画を決定した。結婚や出産、子育てな
ど希望する生活を送れるよう支援を強化し、全ての
人が相互に理解を深める取り組みを進める。旧優生
保護法を憲法違反とした昨年７月の最高裁判決を受
けて検討をしてきた。

●厚労省　2040年を見据えた検討会立ち上げ
　厚生労働省は１月９日「2040年に向けたサービス
提供体制等のあり方」検討会を立ち上げ、第１回検
討会を実施した。検討会では、高齢化に伴う介護
サービス需要がピークと考えられる2040年を見据
え、地域の人口構造に応じた支援体制などを春まで
話し合う。また、夏をめどに障害、子ど
も分野の検討を進め、取りまとめを行う
予定。

●介護事業者の倒産最多
　東京商工リサーチは１月９日、令和6年の介護事
業者の倒産は172件で、介護保険制度が始まった200
0年以降、最多となったことを公表した。うち約半
数は令和6年度に基本報酬が引き下げられた訪問介
護が占めた。規模別では、従業員数５人
未満が最多で、小規模・零細事業者で苦
しい経営状況がみられた。

●県　困難女性のための新たな支援施設開設
　県は1月23日、横浜市内に日常生活または社会生
活上で困難な問題を抱えた女性が、社会とのつなが
りを持ちながら自立を目指すことができる、新たな
支援施設「わたしのお家（うち）」を開設した。
　利用者は通勤・通学、スマートフォンの使用な
ど、地域とつながった社会生活を送りながら、心身
の健康の回復のための支援、自立して生活するため
の行政手続きの同行支援、就労や居住確
保に向けた支援、見守り支援等を受ける
ことができる。

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和６年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ23-11315より抜粋〉

＜重 要＞

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用
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このコーナーでは、子育てや障害、
認知症・介護当事者等の目線から、
普段の暮らしに役立つ「おすすめ」
なものを紹介します。

このコーナーでは、子育てや障害、
認知症・介護当事者等の目線から、
普段の暮らしに役立つ「おすすめ」
なものを紹介します。

　皆さんは「認知症カフェ」をご存知ですか。「認
知症の人と家族、地域住民、専門職等の誰もが気
軽に参加でき、お互いに理解し合う、集いの場」
が認知症カフェです。
　NPO法人市民セクターよこはまが、認知症カ
フェの役割や魅力を知ってもらうことを目的に、
動画作品を制作するプロジェクト「まちかどピク
チャーズ」を令和５年に立ち上げました。その活
動を紹介します。

まちかどピクチャーズ

〈連絡先〉 〒221-0825　横浜市神奈川区反町3-17-2
　　　　 神奈川県社会福祉センター5F
　　　　 TEL 045-548-8061　FAX 045-548-8068
　　　　 毎週（月）（水）（金）10時から16時
　　　　 URL  https://azkanagawa.sakura.ne.jp/wp/

 今月は
⇨認知症の人と家族の会神奈川県支部

がお伝えします !

認知症の人と家族の会は1980年に、神奈川県支部は1981年に発足。
以来今日まで、介護家族のつどい、電話相談、会報の発行、啓蒙活
動、調査研究、行政への要望などを行ってきました。

　「まちかどピクチャーズ」は、撮影した動画を誰でも
無料で視聴できるようにYouTubeで公開しています。
　大きな特徴は、プロではなく市民リポーターが取材を
担当していることです。認知症の診断を受けている当
事者がリポーターになり、撮影経験が全くないなか、ス
マートフォンを使って２人一組で取材しています。
　当事者たちには、初めてのことに不安と戸惑いがあ
りましたが、研修に参加して、練習を行い、取材に挑
みました。公開された動画を見ると、新しいことに挑
戦できた喜びと充実感が感じられます。認知症になっ
たら何もできないという誤解が振り払われ、認知症と
診断されてもその人らしく活躍できる場があり、まだ
できることがあるという可能性が広がります。
　そして取材を重ねるごとに、それぞれの表現に個性
が発揮されはじめてきて、認知症当事者の自己実現に
つながっているのを感じます。
　取材される側も当事者の感じ方や目線を知ることが
でき、自分たちの活動の励みになっているようです。
　参加しているのは、3チーム6人。それぞれのチー
ムが2年間で横浜市内外６カ所の認知症カフェを取材
し18本の動画作品を制作していきます。
　令和6年12月末までに10本の動画が公開されまし
た。それぞれのチームの動画を紹介します。

　令和7年9月15日には横浜市役所１階で、２年間の
すべての作品を一挙に見て頂く上映会が予定されてい
ます。今からお楽しみにしてください。
　このほかにも公開されている動画がありますので観
てください。また、お近くで開催されている認知症カ
フェの参加もお勧めします。認知症と診断された方が
生き生きと活動されていることに皆様が持っている認
知症観が変わります。

キャラバン・メイトと地域の絆「百々カフェ」
　認知症キャラバン・メイトが地域の皆さんと毎回趣
向を凝らして開催しています。人生を楽しんでいるの
は素晴らしいと感じます。
キャラバン・メイト：養成研修を受講し「認知症サ
ポーター養成講座」を企画・開催し、講師を務めるな
どの活動を行う人のこと

やりたいことをやってみよう「若年性認知症当事
者の会 フレンドハーモニーの和」
　若年性認知症当事者の希望を実現する会です。とて
も居心地の良い陽だまりのような場所です。

みんなの居場所でこんにちは「杉カフェどんぐり堂」
　お互いの顔が見えるあたたかな雰囲気のカフェで
す。スタッフが手作りで考え、参加された方もゲーム
や会話を楽しみます。
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各
地
の
活
動
の
様
子
や
課
題
に
つ
い
て

（
泉
谷
）
ま
ず
、
主
任
児
童
委
員
と
し
て
現

在
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、

課
題
等
を
含
め
て
お
伺
い
し
ま
す
。

（
目
代
）私
が
新
人
だ
っ
た
20
年
ほ
ど
前
は

関
係
機
関
と
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
多

く
、
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
な
が
ら
地

道
に
今
の
活
動
に
つ
な
げ
て
き
た
印
象
が

あ
り
ま
す
。
今
で
は
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
等
、

当
然
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
主

任
児
童
委
員
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を

感
じ
ま
す
。
一
方
、
新
任
の
主
任
児
童
委

員
が
仕
事
の
た
め
定
例
会
を
休
み
が
ち
に

な
り
、
民
児
協
内
で
孤
立
し
て
い
る
等
の

話
も
聞
か
れ
た
た
め
、
単
位
民
児
協
会
長

の
集
ま
る
会
議
で
主
任
児
童
委
員
と
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

（
小
林
）
最
近
、
藤
沢
市
の
人
口
増
加
に
伴

持
続
可
能
な
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
活
動
に
向
け
て

 

主
任
児
童
委
員
に
よ
る
座
談
会
（
上
）

い
若
い
お
母
さ
ん
達
も
増
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
様
子
を
常
に
把
握
す
る
必
要
性

を
感
じ
て
い
た
の
で
、
子
ど
も
の
居
場
所

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
市
の
「
地
域
子
ど
も

の
家
」
の
運
営
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

藤
沢
市
で
は
年
４
、
５
回
開
催
す
る
主
任

児
童
委
員
連
絡
会
で
児
童
相
談
所
や
市
職

員
と
事
例
検
討
や
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
他
地
区
の
主
任
児
童
委
員
と
も

機
会
の
あ
る
ご
と
に
励
ま
し
合
い
、
情
報

交
換
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

（
長
原
）鎌
倉
市
に
は
10
地
区
の
民
児
協
が

あ
り
、
１
地
区
２
名
の
主
任
児
童
委
員
が

配
置
さ
れ
、
月
に
一
度
の
10
地
区
が
揃
う

連
絡
会
で
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
活
か
し「
本
の
読
み
聞
か
せ
」
や

「
公
園
遊
び
」「
コ
ン
サ
ー
ト
」
等
を
行
い
、

地
区
を
問
わ
ず
子
ど
も
や
親
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
配
慮
し

て
い
ま
す
。
午
前
中
に
乳
幼
児
の
居
場
所

と
し
て
利
用
で
き
る「
放
課
後
か
ま
く
ら
っ

子
（
学
童
保
育
・
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
）」

は
、
運
営
が
民
間
委
託
と
な
り
、
意
思
疎

通
が
難
し
い
地
域
も
あ
る
の
が
現
状
で

す
。
し
か
し
、
実
際
に
行
事
に
参
加
し
た

小
学
生
と
乳
幼
児
と
の
関
わ
り
や
楽
し
そ

う
な
姿
を
見
る
と
、
年
齢
を
超
え
た
交
流

の
大
切
さ
を
感
じ
、
主
任
児
童
委
員
が
間

に
立
っ
て
よ
い
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

（
豊
田
）相
模
原
市
で
は
主
任
児
童
委
員
の

集
ま
る
機
会
が
年
４
、５
回
あ
り
、そ
の
際

に
教
育
委
員
会
や
児
童
相
談
所
等
の
協
力

に
よ
り
セ
ミ
ナ
ー
や
情
報
交
換
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。活
動
に
は
市
が
行
う「
子
育
て

広
場
（
育
児
相
談
等
）」
へ
の
参
加
や
地
区

で
の
子
育
て
サ
ロ
ン
の
実
施
等
が
あ
り
ま

す
が
、
参
加
す
る
子
ど
も
の
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
学
校
と
の
連
携
は
活
動

上
と
て
も
重
要
で
す
が
、
先
生
の
異
動
等

で
子
ど
も
の
情
報
が
十
分
に
得
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
学
校

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
主
任
児
童

委
員
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
共
通
し
た

指
標
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
良
い
と
考

え
て
い
ま
す
。一
方
、主
任
児
童
委
員
自
身

も
そ
の
役
割
や
活
動
の
仕
方
に
つ
い
て
悩

み
を
抱
え
て
い
る
方
も
多
く
、現
在
、ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

委
員
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

（
泉
谷
）
藤
沢
市
で
作
成
さ
れ
た
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
小
林
）
藤
沢
市
で
は
令
和
６
年
３
月
、
福

島
県
版
を
参
考
に
主
任
児
童
委
員
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
内
容
は
主
任

児
童
委
員
の
歴
史
か
ら
始
ま
り
、
実
際
の

活
動
、
実
施
し
た
研
修
の
概
要
等
を
掲
載

し
て
い
て
、
市
内
の
主
任
児
童
委
員
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
一
人
一
冊
配
布
し

て
い
ま
す
。

（
泉
谷
）
福
島
県
版
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
も

と
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
作
成
し

て
い
る
地
域
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
福
祉
タ
イ
ム
ズ
の
連
載
「
キ
ラ
リ
輝
く
！
児
童
委
員
活
動
」
の
総
括
と
し

て
、
２
月
号
お
よ
び
３
月
号
で
は
執
筆
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
県
内
の
主
任
児
童
委
員
４

名
と
学
識
者
に
よ
る
座
談
会
を
開
催
し
、
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
活
動
の
現
状
や
課

題
、
持
続
可
能
な
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
活
動
に
向
け
た
思
い
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

参
加
者
：
目
代　

由
美
子　

さ
ん
（
川
崎
市
宮
前
区
宮
前
第
三
地
区
民
児
協
）

　
　
　
　

豊
田　

里
美　
　

さ
ん
（
相
模
原
市
中
央
区
星
が
丘
地
区
民
児
協
）

　
　
　
　

小
林　

美
幸　
　

さ
ん
（
藤
沢
市
明
治
地
区
民
児
協
）

　
　
　
　

長
原　

桂　
　
　

さ
ん
（
鎌
倉
市
第
一
地
区
民
児
協
）
※
い
ず
れ
も
主
任
児
童
委
員

聞
き
手
：
泉
谷　

朋
子　
　

さ
ん
（
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
准
教
授
）（
以
降
は
敬
称
略
）

小林さん（藤沢市）

目代さん（川崎市宮前区）

豊田さん（相模原市中央区）

キラリ輝くキラリ輝く！！ 児童委員活動児童委員活動～主任児童委員制度30周年を迎えて～～主任児童委員制度30周年を迎えて～
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福
島
県
版
は
当
初
、
主
任
児
童
委
員
間

の
引
き
継
ぎ
を
目
的
に
作
成
さ
れ
た
よ
う

で
す
が
、
民
生
委
員
さ
ん
等
に
も
配
布
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
引
き
継
ぎ
に
つ

い
て
、
鎌
倉
市
は
ど
う
で
す
か
。

（
長
原
）10
年
ほ
ど
経
験
の
あ
る
主
任
児
童

委
員
の
先
輩
か
ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。「
地

元
で
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
の

役
割
」
と
助
言
を
い
た
だ
き
、
登
下
校
時

の
子
ど
も
へ
の
挨
拶
や
子
育
て
サ
ロ
ン
で

の
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
、
地
域
活
動
の

お
手
伝
い
な
ど
、
で
き
る
範
囲
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
が
、
着
任
後
数
ヶ
月
で
コ

ロ
ナ
に
よ
り
活
動
が
中
断
し
ま
し
た
。
サ

ロ
ン
再
開
の
頃
、
転
居
の
た
め
主
任
児
童

委
員
が
私
１
人
に
な
っ
た
時
は
民
生
委
員

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
知

り
合
い
の
看
護
師
さ
ん
が
ご
家
族
の
介
護

で
休
職
す
る
と
聞
き
、
介
護
の
気
分
転
換

に
も
な
る
か
と
、
子
育
て
サ
ロ
ン
の
活
動

に
お
誘
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
我
々
も
参
加
者
も
、

と
て
も
心
強
く
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

（
泉
谷
）
子
ど
も
達
は
名
前
が
分
か
ら
ず
と

も
、
活
動
を
通
し
て
こ
の
人
は
信
頼
で
き

る
と
認
識
し
ま
す
。
そ
う
な
る
と
主
任
児

童
委
員
も
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
る
。
し

か
し
何
を
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と

悩
み
、
１
期
で
辞
め
る
方
が
多
い
の
も
事

実
で
す
。

学
校
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

（
目
代
）自
身
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
小
学
校
に
配
置
さ
れ
る
児

童
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
中
学
校
の

先
生
と
の
交
流
会
等
を
通
じ
、
子
ど
も
の

様
々
な
情
報
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
保
健
師
と
の
情
報
交
換
で
は
主
任
児

童
委
員
の
活
動
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
機
会
で
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
、

不
登
校
の
中
学
生
の
所
在
を
確
認
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
先
生
の
異

動
等
に
よ
り
学
校
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

と
な
っ
た
地
区
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
活
動

の
継
続
性
と
い
う
点
か
ら
も
課
題
と
い
え

る
と
思
い
ま
す
。

（
泉
谷
）学
校
と
主
任
児
童
委
員
の
関
係
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
交
流
会
等
を

通
し
て
、
新
任
の
主
任
児
童
委
員
で
も
学

校
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
学
校
と
の
関
係
性
は
全
国
的
な
課
題

で
、
全
民
児
連
で
は
教
育
機
関
と
行
政
機

関
向
け
に
活
動
紹
介
チ
ラ
シ
『
知
っ
て
く

だ
さ
い
！
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
』

（
※
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
学
校
と
の
関
係
に
つ
い
て
藤
沢

市
は
ど
う
で
す
か
。

（
小
林
）
藤
沢
市
で
は
、
主
任
児
童
委
員
が

小
学
校
へ
出
向
き
、
主
任
児
童
委
員
の
紹

介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
新
１
年
生
の
保
護
者

に
配
布
し
て
も
ら
う
よ
う
校
長
先
生
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
小
中
学
校
の
校

長
先
生
等
と
の
懇
談
会
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
）、

授
業
支
援
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
・
協
力
等
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
よ
り
学
校
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
互
い
の
距
離
が
近
づ
い
て
い
る
実
感

が
あ
り
ま
す
。

継
続
し
た
活
動
と
す
る
た
め
に

（
小
林
）
介
護
や
子
育
て
の
た
め
に
辞
め
る

の
は
や
む
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
つ

ま
ら
な
い
・
や
り
が
い
が
な
い
か
ら
と
辞

め
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
様
々

な
場
面
で
主
任
児
童
委
員
の
発
言
す
る
機

会
が
少
な
い
等
の
お
話
も
聞
く
の
で
、
で

き
れ
ば
他
の
地
区
の
様
子
も
見
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
地
区
で
は
役
割
の

区
別
な
く
、
催
し
物
を
手
伝
う
よ
う
に
し

て
い
て
、
そ
こ
が
楽
し
か
っ
た
り
し
ま
す
。

活
動
が
楽
し
け
れ
ば
１
期
３
年
で
辞
め
る

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
豊
田
）
最
近
、
主
任
児
童
委
員
と
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
役
割
の
違
い
が
理
解
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
私
は

関
係
機
関
か
ら
の
子
ど
も
の
情
報
を
で
き

る
範
囲
で
地
区
を
担
当
す
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
共
有
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
以
前
、
ケ
ー
ス
会
議
で
私
は
子
ど
も

の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
悩
ん
で
い
ま

し
た
が
、
主
任
児
童
委
員
活
動
に
も
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
と
平
成
30
年
に
子
ど
も

の
居
場
所
「
こ
ど
も
広
場
ウ
ェ
ル
カ
ム
」

を
立
ち
上
げ
、
６
年
が
経
ち
ま
し
た
。
私

の
任
期
は
残
り
１
年
で
す
が
、
主
任
児
童

委
員
が
少
し
で
も
長
く
活
動
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
前
述
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
福
祉
タ
イ
ム
ズ
３
月
号
に
続
く
）

 

（
地
域
課
）

泉谷准教授
（聖隷クリストファー大学）

長原さん（鎌倉市）

座談会当日の様子

※ 活動紹介チラシ「知ってくださ
い！児童委員、主任児童委員」は全
民児連ＨＰよりダウンロードでき
ます

教育機関向け 　行政機関向け
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市
町
村
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
に
向
け
て

―
平
塚
市
の
取
り
組
み

　

包
括
的
な
支
援
体
制
は
、分
野
・
領
域

を
超
え
た
連
携
・
協
働
、
あ
る
い
は
地
域

で
の
見
守
り
や
予
防
的
取
り
組
み
の
推

進
に
向
け
て
、
既
存
の
取
り
組
み
や
資

源
を
生
か
し
な
が
ら
、
各
市
町
村
で
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
展
開
イ
メ
ー
ジ
を

描
き
、
関
係
者
と
の
合
意
形
成
の
も
と
、

進
め
て
い
く
こ
と
が
カ
ギ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
会
で
は
「
包
括
的
な
支
援
体

制
及
び
重
層
的
支
援
体
制
の
構
築
に
か

か
る
後
方
支
援
事
業
」
を
県
か
ら
受
託

し
、
行
政
職
員
や
社
協
職
員
等
を
対
象

と
し
た
研
修
や
連
絡
会
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
に
向
け

た
平
塚
市
の
取
り
組
み

　

平
塚
市
で
は
平
塚
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
以
下
、
市
社
協
）
が
「
参
加
支
援

事
業
」
を
市
か
ら
受
託
し
、
誰
も
が
孤

立
せ
ず
社
会
に
つ
な
が
り
、
参
加
で
き

る
多
様
な
居
場
所
や
仕
組
み
を
作
る
た

め
に
、
市
内
の
関
係
者
や
地
域
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
社
協
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
が
既
存
の
制
度
に

当
て
は
ま
ら
な
い
相
談
や
、
複
数
の
困

り
ご
と
を
抱
え
た
世
帯
の
相
談
を
受
け

る
中
で
、
市
社
協
だ
け
で
は
支
援
策
を

立
て
る
こ
と
が
難
し
く
、
対
応
し
き
れ

な
い
よ
う
な
複
合
化
・
複
雑
化
し
た
相

談
が
市
内
に
多
く
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
他
機

関
と
の
連
携
の
糸
口
を
探
る
た
め
、
支

援
者
の
交
流
会
へ
の
参
加
や
各
分
野
の

相
談
機
関
等
へ
の
訪
問
を
重
ね
、
相
談

対
応
に
お
け
る
課
題
の
共
有
を
図
り
ま

し
た
。
す
る
と
、
ど
の
機
関
で
も
同
様

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
お
互
い
の
思
い
を
分
か
ち
合

う
中
で
、
連
携
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
「
参
加
支
援
事
業
」
を
進
め
る
た
め
に

は
、
分
野
を
問
わ
ず
多
様
な
活
動
を
し

て
い
る
既
存
の
地
域
活
動
と
の
連
携
も

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
地
域

と
は
様
々
な
事
業
の
中
で
連
携
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
連
携
の
方

法
を
探
る
た
め
、
福
祉
関
係
団
体
や
、

こ
れ
ま
で
関
係
の
薄
か
っ
た
市
民
活
動

団
体
に
出
向
き
、
今
起
き
て
い
る
問
題

等
を
説
明
、
共
有
す
る
こ
と
で
、
顔
の

見
え
る
関
係
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▼
研
修
を
通
じ
て
、
つ
な
が
り
が
生
み

出
す
新
た
な
支
援
の
可
能
性
を
探
る

　

相
談
機
関
、
支
援
事
業
所
、
地
域
の

福
祉
関
係
団
体
、
市
民
活
動
団
体
と
の

関
係
構
築
を
着
実
に
進
め
た
市
社
協

は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
各
関
係
団

体
等
の
顔
合
わ
せ
、
制
度
の
理
解
や
お

互
い
の
活
動
を
知
る
機
会
を
設
け
よ
う

と
、本
会
事
業
を
活
用
し
、大
学
教
授
を

講
師
に
招
い
た
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
テ
ー
マ
は
「
重
層
的
支
援
体

制
で
地
域
の
社
会
資
源
が
つ
な
が
り
あ

お
う
」。
当
日
は
高
齢
や
障
害
、
子
ど

も
、就
労
に
関
す
る
相
談
機
関
や
病
院
、

子
ど
も
の
居
場
所
や
学
習
支
援
に
取
り

組
む
市
民
活
動
団
体
、
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
、

様
々
な
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
社
会
状
況
の
変
化
か
ら

今
必
要
と
さ
れ
る
地
域
の
つ
な
が
り
や
、

制
度
や
分
野
を
超
え
た
連
携
の
必
要
性

を
学
び
ま
し
た
。

　

事
例
を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、
市
社
協
が
受
け
た
相
談
内
容
（
表

参
照
）
を
基
に
、
受
講
者
が
普
段
の
仕

事
や
活
動
と
併
せ
て
個
人
と
し
て
で
き

る
こ
と
や
、
こ
ん
な
力
を
持
っ
た
人
を

知
っ
て
い
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ

情
報
を
共
有
し
、
協
力
す
る
こ
と
で
新

た
な
支
援
策
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
垣
根
を
超

え
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
を

一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」「
制
度

を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

今
よ
り
多
く
の
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ

た
」「
自
分
が
思
い
つ
か
な
い
こ
と
、
発

想
が
数
多
く
あ
り
参
考
に
な
っ
た
」
な

ど
の
意
見
が
聞
か
れ
、
多
様
な
人
が
つ

な
が
る
こ
と
で
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た

新
た
な
支
援
策
を
生
み
出
せ
る
こ
と
を

実
感
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

本
会
で
も
各
市
町
村
の
状
況
に
合
わ

せ
て
、
分
野
や
所
属
を
超
え
て
課
題
を

共
有
し
、
連
携
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も

包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
が
進
む
よ

う
、
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て「
相
談
支
援
」「
参
加
支
援
」「
地
域
づ
く
り
」
を
一
体

的
に
行
う
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
が
市
町
村
行
政
の
努
力
義
務
と
な
り
、
こ
れ
を
推

進
す
る
た
め
の
手
法
の
一
つ
と
し
て
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
平
塚
市
の
事
例
を
通
し
て
、
県
内
で
進
め
ら
れ
て
い
る
包
括
的
な
支
援
体

制
整
備
の
実
際
を
お
伝
え
し
ま
す
。

重層的支援体制整備
事業の詳細はこちら

地域共生社会のポータ
ルサイト｜厚生労働省

福祉タイムズ2022年
8月号 特集P.2-4

（一部加工）
・ 子育てをしてくれてい
た祖母が亡くなり、２
人暮らしとなった父親
と小学生女の子
・ 地域との交流がほとん
どない
・ 仕事のため父親は朝６
時に家を出る
➡ 登校するまでの時間を
支援できる方法はない
か

（表）相談内容
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －16－53－ 5 階
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei. co.jp
URL http://www.yasue-sekke i.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

（広告）（広告）

役員会の動き

◇理事会＝12月20日（金）正会員の入会

新会員の紹介

【施設部会】
介護老人福祉施設スミール荏田

本会主催の催し

福祉の仕事 就職相談会in鎌倉

①福祉の仕事就職応援ガイダンス
（申込制）
②福祉施設等就職相談会（入退場自由）
◇日時＝令和7年3月7日（金）
　①12時40分～14時②14時～16時
◇参加費＝無料
◇対象者＝福祉の仕事に就きたい
方、福祉の仕事に興味・関心があ
る方

詳細はHPで確認
HP  https://www.kfjc.jp/
event/detail.asp ?id=21087

◇問合せ＝かながわ福祉人材センター
TEL 045-312-4816　Mail jinzai@knsyk.jp

寄附金品ありがとうございました

【県社協への寄附】古積英太郎
【交通遺児等援護基金】（株）エスホ

ケン
【子ども福祉基金】（株）エスホケン、

脇隆志
【ともしび基金】（有）日栄浴場、古口

玲斗、県立鎌倉支援学校、県立横
浜桜陽高等学校、よねの湯、とも
しびショップマリン

（匿名含め、合計20件147,824円）
【寄附物品】（株）丸昌、神奈川トヨタ

自動車(株) 、(株)ツルハホール

ディングス、クラシエ(株)、東日
本高速道路(株)、東亜建設工業
(株)横浜支店、（一社）神奈川県自
動車会議所

【ライフサポート事業】〈寄付物品〉
（N）セカンドハーベスト・ジャパン

鎌倉市社協へ福祉巡回車を寄贈いただき、令
和7年1月8日、（一社）生命保険協会神奈川県
協会 酒井喜久会長（中央）に感謝状を贈呈

児童福祉施設へクリスマスプレゼント企画、
スポーツ観戦招待等をいただき、令和7年1月
9日、横浜幸銀信用組合 呉龍夫理事長(左)に
感謝状を贈呈

福祉施設等へ介護車両を寄贈いただき、令和
7年1月23日、（一社）神奈川県自動車会議所 
香田裕明理事長（左）に感謝状を贈呈

児童福祉施設協議会・母子生活支援施設協議会へ寄
附をいただき、令和7年1月20日、神奈川県民共済生
活協同組合 鈴木敏雄常務理事(左)に感謝状を贈呈

児童福祉施設協議会へおせち料理の寄贈をい
ただき、令和7年1月24日、(株)SL Creations 
佐藤健代表取締役社長(左)に感謝状を贈呈

（株）ツルハホールディングス、クラシエ（株）よ
り、介護老人保健施設デンマークイン箱根へ車
いすを寄贈いただき、令和7年1月10日、代表し
て（株）ツルハホールディングス 須藤和茂関東
第一店舗運営部長（前列中央）に感謝状を贈呈

令和6年度政策提言活動
PR・課題共有オンラインシン
ポジウム動画配信中
　本会では、様々な社会福祉課題に対し、
現場で活動する会員の声を施策に反映し
ていくことをねらいとして、政策提言活動
を行っています。
　今回、本会HPに政策提言活動PR動
画、課題共有オンラインシンポジウム動
画を作成しましたので、ぜひご覧ください。

https://www.knsyk.jp
/proposal/seido_sesaku
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かながわ

情報

　学生たちを支える団体の顧問は
「このような活動を通じて学生たち
は大きく成長して行きます。他の町
の災害を我事として捉えるようにな
り、自分たちの町を守る意識が芽生
えます」と言います。
　そして「3.11つなぐっぺし」を卒
業した後、人の役に立ちたいと目標
を持ち、防災士の資格を取ったり、
看護師の道へ進んだりしているメン
バーもいるそうです。仲井間さん
も、今後は防災士の資格に挑戦した
いと言います。
　ここでは地域を守る若い力が、着
実に育まれていました。

（企画課）

　2011年３月11日14時46分マグニ
チュード9.0の巨大地震が発生しま
した。本震とそれに伴う大津波、そ
の後の余震は東北から関東にかけて
の東日本一帯に甚大な被害をもたら
しました。
　この東日本大震災の後、2013年９
月に逗子市の中高生を対象にした陸
前髙田市へのバスツアーが企画され
ました。ツアーの後「あの３月11日
を忘れたくない」という思いから、
有志が集まり、被災地支援活動と情
報を共有・発信して行くことを目的
に「3.11つなぐっぺし」が発足しま
した。
　「3.11つなぐっぺし」のメンバー
は現在約20名で、月数回定例会を行
い、東北への学生ボランティアバス
ツアー、チャリティー高校生バンド
ライブ、石川県能登半島への支援活
動、逗子市での募金活動など精力的
な活動をしています。
　現在、７代目の代表を務める中学

２年生の仲井間湊太さんにお話を伺
いました。
　仲井間さんは小学３年生の時に逗
子市主催の防災キャンプに参加して
防災に関心を持ちました。その後
「3.11 つなぐっぺし」のことを知り
「中学生になったら、3.11つなぐっ
ぺしに入る」と決めていたそうです。
　活動のやりがいについて仲井間さ
んは「ありがとう、と言ってもらえる
ことです」と笑顔で答えてくれました。
　能登半島支援では、令和６年は５
回、現地を訪問し、炊き出し、支援
物資の仕分け、イベント開催などを
行いました。８月には仮設住宅での
イベントの依頼を受け、体操、ゲー
ム、歌の披露などを行いました。多
くの高齢者は中高生の訪問をとても
喜ばれたそうです。また、地元逗子
市では毎月募金活動を行い、約140
万円の支援金を集めて全額を寄附し
ました。このような活動を通して多
くの方々から「ありがとう」の声を
いただいてきました。
　震災から14年となる令和７年３月
11日（火）には、音楽フェス「PESHI 
ROCK」が開催されます。バンド演
奏の合間に、仲井間さんたち「3.11
つなぐっぺし」から震災と防災につ
いて発表が行われます。「震災を忘
れないことを伝えていきたい」と言
います。

 忘れない・つなげていく・3.11
 ～3.11をつないで頑張っぺし～ 

東日本大震災復興支援学生ボランティア団体
「3.11つなぐっぺし」（逗子市）

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2025（令和７）年2月15日（毎月１回15日発行）
【編集・発行】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0825　横浜市神奈川区反町3丁目17-2　☎045-534-3866　Mail kikaku@knsyk.jp

（広告）

 バックナンバーは HPから
検索 神奈川県社協

ご意見・ご感想を
お待ちしています！

代表の仲井間湊太さん

昨年10月能登での支援活動

　 3.11つなぐっぺし
https://www.instagram.
com/3.11.tunaguppeshi/

神奈川県弁護士会
成年後見センター みまもり
まずはお電話ください「みまもりダイヤル」

045-211-7720 成年後見に関する
無料電話相談

（20分以内）

神奈川県弁護士会　〒231-0021 横浜市中区日本大通9

成年後見のことなら、どなたでも、どの段階でも弁護士が相談を受けます。
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